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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
も
必
要
な
受

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
も
必
要
な
受
診診
をを

　

テ
ニ
ス
の
４
大
大

会
で
あ
る
全
米
オ
ー

プ
ン
で
大
坂
な
お
み

が
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
。
そ
の
大
会
で
彼

女
は
、
警
察
官
に
殺
さ
れ
た
７
人

の
黒
人
の
名
前
を
そ
れ
ぞ
れ
プ
リ

ン
ト
し
た
７
枚
の
黒
い
マ
ス
ク
を

用
意
し
、
試
合
ご
と
に
マ
ス
ク
を

変
え
て
登
場
し
た
。
決
勝
ま
で
勝

ち
上
が
れ
ば
す
べ
て
の
マ
ス
ク
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
中

の
テ
ニ
ス
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
マ

ス
コ
ミ
に
も
注
目
さ
れ
、
黒
人
差

別
に
つ
い
て
の
議
論
が
巻
き
起
こ

る
だ
ろ
う
と
い
う
目
論
見
通
り
に

こ
と
は
運
び
、
つ
い
に
彼
女
は
優

勝
を
も
ぎ
取
っ
た
▼
女
子
テ
ニ
ス

協
会
は
積
極
的
に
こ
れ
を
支
援

し
、
基
本
的
に
ス
ポ
ー
ツ
の
政
治

利
用
を
認
め
な
い
国
際
テ
ニ
ス
連

盟
も
こ
れ
を
黙
認
し
た
。
ナ
イ
キ

は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
あ
な

た
は
自
分
の
力
で
勝
利
し
、
多
く

の
人
の
た
め
に
プ
レ
ー
し
た
」
と

称
賛
を
送
っ
た
▼
一
方
、
派
閥
の

力
を
借
り
て
勝
利
し
、
安
倍
首
相

を
継
承
す
る
た
め
に
闘
っ
た
、
菅

自
民
党
新
総
裁
。
安
倍
氏
の
何
を

継
承
す
る
と
い
う
の
か
。
多
く
の

国
民
が
納
得
し
て
い
な
い
モ
リ
・

カ
ケ
、
桜
、
文
書
廃
棄
改
ざ
ん
、

沖
縄
基
地
問
題
、
武
器
爆
買
い
な

ど
の
負
の
遺
産
ま
で
も
継
承
す
る

と
い
う
の
な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
国
民

を
愚
弄
し
た
話
は
な
い
▼
自
民
党

総
裁
選
は
事
実
上
、
総
理
大
臣
を

選
ぶ
選
挙
で
国
の
あ
り
よ
う
を
確

実
に
左
右
す
る
が
、
姑
息
な
策
と

数
の
力
で
あ
っ
け
な
く
終
わ
っ

た
。
明
確
な
行
動
で
ス
ポ
ー
ツ
界

の
意
識
を
改
革
し
た
大
坂
に
対

し
、
改
革
を
口
に
し
な
が
ら
既
存

の
政
治
路
線
を
継
承
す
る
新
総

裁
。
Ｂ
Ｌ
Ｍ
運
動
を
体
現
し
て
優

勝
し
た
大
坂
な
お
み
の
緻
密
で
繊

細
な
コ
メ
ン
ト
と
プ
レ
ー
に
魅
了

さ
れ
た
後
だ
け
に
、
総
裁
選
の
何

と
陳
腐
に
見
え
る
こ
と
か 

（
九
）
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ラ
ジ
オ
関
西
番
組
・
ポ
ス
タ
ー
で
呼
び
か
け

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
必
要

な
通
院
を
続
け
よ
う
―
―
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

患
者
の
受
診
抑
制
が
広
が
り
、
健
康
悪
化
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
協
会
は
継
続
し
た
受
診
を

呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
10

月
か
ら
開
始
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
で
、
慢
性
疾
患
の
通

院
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
の
予
防
接
種
、
検
診
受

診
、
歯
科
の
定
期
受
診
な
ど
を
呼
び
か
け
る
。

　

協
会
は
毎
年
、
10
月
か
ら
３
月

ま
で
、
ラ
ジ
オ
関
西
番
組
内
で
医

療
情
報
を
知
ら
せ
る
コ
ー
ナ
ー
を

提
供
し
て
き
た
。

　

今
年
も
毎
週
木
曜
日
の
番
組

「
寺
谷
一
紀
と
！　

い
・
し
ょ
く

・
じ
ゅ
う
！
」
内
の
コ
ー
ナ
ー

「
聴
く
医
療　

医
療
知
ろ
う
！
」

と
し
て
、
10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
。
放
送
時
間
は
19
時
25
分

頃
か
ら
約
10
分
間
。

　

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、「
な
に
わ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
」
こ
と
寺
谷
一
紀
さ
ん
と
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
元
Ｓ
Ｋ
Ｅ
48
犬
塚

あ
さ
な
さ
ん
の
進
行
で
、
協
会
会

員
が
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
予
防
や

治
療
に
関
す
る
健
康
情
報
か
ら
、

国
の
医
療
政
策
の
問
題
点
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
中
で
の
定
期
受
診
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
放
送
第
１
回
に
西
山

裕
康
理
事
長
が
、
第
２
回
に
足
立

了
平
副
理
事
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
医

科
・
歯
科
の
立
場
か
ら
話
を
す
る

予
定
。
放
送
期
間
中
、
番
組
内
で

は
、
通
常
通
り
の
受
診
を
呼
び
か

け
る
Ｃ
Ｍ
を
放
送
す
る
。

　

ま
た
、
本
号
に
ポ
ス
タ
ー
２
枚

（
図
１
、
２
）
を
同
封
し
て
い

る
。
医
療
機
関
に
掲
示
す
る
等
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

1010
月
の
放
送
予
定

月
の
放
送
予
定

10
月
１
日　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
中
で
の
医
療
機
関
へ
の
か
か

り
方
（
仮
）

10
月
８
日
・
15
日　

野
球
中
継
の

た
め
お
休
み

10
月
22
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
歯
科
医
療
機
関
（
仮
）

10
月
29
日　

唾
液
の
効
果
・
あ
い

う
べ
体
操
（
仮
）

※
ラ
ジ
オ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
関

連
に
限
ら
ず
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で

出
演
い
た
だ
け
る
先
生
を
募
集

中
。
ご
出
演
希
望
の
先
生
は
☎
078

―
393
―
１
８
０
７
ま
で

（
景
品
付
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
）」。
今

年
は
、「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！

患
者
負
担
増
」
を
テ
ー
マ
に
実
施

す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
も

と
、
失
業
者
数
が
急
増
し
、
賃
金

が
大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
経
済

的
に
苦
し
い
状
況
の
患
者
さ
ん
が

増
え
て
お
り
、
す
べ
て
の
方
が
安

心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
政
府
は
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
も
、
要
介
護
の
介
護
保
険
外
し

　

毎
年
好
評
い
た
だ
い
て
い
る

「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医
療

る
、「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負

担
増
」
署
名
も
現
在
１
万
７
千
筆

余
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
裏
面

の
訴
え
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
５

万
筆
の
目
標
達
成
を
め
ざ
し
年
末

ま
で
引
き
続
き
取
り
組
む
。
ぜ

ひ
、
あ
わ
せ
て
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

※
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
と
新
署
名
用
紙

は
、
10
月
中
に
各
医
療
機
関
に
お

届
け
す
る
。
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
の
詳

細
は
次
号
に
掲
載
予
定
。
お
問
い

合
わ
せ
は
、
☎
078
―
393
―
１
８
０

７
ま
で

を
省
令
に
よ
っ
て
行
お
う
と
す
る

等
、
医
療
・
介
護
の
負
担
増
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
の
原
則

２
割
化
や
病
床
数
削
減
の
計
画
に

つ
い
て
、
患
者
さ
ん
に
ク
イ
ズ
を

通
し
て
知
ら
せ
、
負
担
増
計
画
ス

ト
ッ
プ
の
世
論
を
高
め
よ
う
。
正

解
者
の
中
か
ら
２
０
０
人
に
兵
庫

県
の
グ
ル
メ
が
当
た
る
ほ
か
、
今

回
は
保
団
連
と
の
連
動
企
画
と
し

て
、
ふ
と
ん
ク
リ
ー
ナ
ー
や
復
興

支
援
の
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
等
が
当

た
る
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
も
実
施
す
る
。

　

協
会
が
現
在
取
り
組
ん
で
い

お
知
り
合
い
の
先
生
に

協
会
の
利
用
を
お
勧
め
く
だ
さ
い

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

秋
の
組
織
強
化
月
間

　

協
会
は
、
10
月
か
ら
11
月
末
ま

で
「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」
に
取

り
組
み
、
会
員
数
７
６
５
０
人
の

達
成
を
め
ざ
し
ま
す
（
９
月
15
日

現
在
７
６
１
０
人
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
医
療
機

関
は
厳
し
い
患
者
減
に
陥
り
、
今

冬
の
医
療
提
供
体
制
も
不
安
視
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
を
継
承
す
る
と
し
た

菅
自
民
党
政
権
は
、
十
分
な
対
策

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
会
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
迅
速

か
つ
抜
本
的
な
強
化
と
、
全
て
の

医
療
機
関
へ
の
経
済
的
補
償
を
要

求
し
、
政
府
、
国
会
議
員
へ
の
要

請
を
強
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
患
者
窓
口
負
担
増
ス
ト
ッ
プ
」

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
や
患
者
署
名
に
取

り
組
み
、
地
域
住
民
と
協
力
し
て

も
示
さ
ず
に

「
自
助
、
共

助
」
を
強
調

し
、
医
療
・

社
会
保
障
切

り
捨
て
路
線

を
継
続
し
よ

安
心
・
安
全
の
医
療
の
実
現
に
向

け
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
頼
り
に
な
り
役
に
立

つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
す
る
協

会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
保
険
請

求
や
審
査
・
指
導
相
談
、
税
務
・

雇
用
・
開
業
相
談
等
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
感
染
防
止
対
策
を
取

り
つ
つ
、
各
種
の
研
究
会
の
開

催
、
新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

す
る
な
ど
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

月
間
に
あ
わ
せ
て
今
秋
の
共
済

制
度
募
集
も
開
始
し
て
い
ま
す
。

定
評
の
あ
る
保
険
医
年
金
と
、
兵

庫
協
会
独
自
の
積
立
年
金
Ｄ
ｅ
ｆ

Ｌ
（
デ
フ
エ
ル
）、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
休
業
に
も

対
応
し
て
い
る
休
業
保
障
制
度
と

所
得
補
償
保
険
、
１
億
２
千
万
円

の
大
型
保
障
を
実
現
し
た
グ
ル
ー

プ
保
険
と
新
グ
ル
ー
プ
保
険
、
割

安
の
自
動
車
・
火
災
保
険
を
は
じ

め
と
し
た
損
害
保
険
等
、
協
会
は

あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事

業
で
、
み
な
さ
ま
の
期
待
に
応
え

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
知
り
合
い
の
開

業
医
、
勤
務
医
、
ご
子
弟
に
入
会

を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

　

先
生
方
の
よ
り
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

図１　今号に同封している、患者さんに
　　定期受診を呼びかけるポスター

図
２　

協
会
提
供
の
ラ
ジ
オ
関
西
コ
ー
ナ
ー
紹
介

ポ
ス
タ
ー
（
本
紙
４
、
５
面
）　
　
　
　
　
　
　

日　時　10月22日（木）13時～14時20分
会　場　東京・日比谷野外音楽堂
　医師・歯科医師が10月22日、東京・日比谷野
外音楽堂に結集して、医療体制の拡充を求める
集会を開催します。医師・歯科医師が社会に向
けてアピールする機会となりますので、ぜひご
参加ください。
　当日の様子は、YouTubeでオンライン配信
されます。協会でも視聴会を開催します。参加
のお申し込み・お問い合わせは、☎078－393－
1807まで

「♯いのちまもる　医療・社会保障「♯いのちまもる　医療・社会保障
立て直せ！10.22総行動」へご参加を立て直せ！10.22総行動」へご参加を

現地でも、オンラインでも！現地でも、オンラインでも！

ラ
ジ
オ
「
医
療
知
ろ
う
！
」

ラ
ジ
オ
「
医
療
知
ろ
う
！
」

　
　
　
　
　
　
　

協
会
会
員
が
出
演

　
　
　
　
　
　
　

協
会
会
員
が
出
演

こ
ん
な
時
に
負
担
増
？

こ
ん
な
時
に
負
担
増
？

　
　
　
　

景
品
付
ク
イ
ズ
は

　
　
　
　

景
品
付
ク
イ
ズ
は
1010
月
開
始

月
開
始

本号同封本号同封

２種類のポスターを２種類のポスターを
掲示ください掲示ください
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建
物
の
解
体
工

事
に
お
け
る
不
適

切
な
対
応
に
よ
り

ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛

散
し
、
住
民
の
健

康
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
例
が

全
国
で
相
次
い
で
い
る
。

　

こ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
を
防

止
す
る
に
は
、
何
よ
り
も
正
確

な
事
前
調
査
が
重
要
と
な
る
。

　

解
体
に
着
手
す
る
前
に
事
業

主
が
調
査
し
て
、
役
所
に
届
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
当

然
、
両
者
に
は
適
切
さ
や
公
正

さ
が
求
め
ら
れ
る
。
法
や
条
例

は
性
善
説
を
前
提
に
し
て
い
る

が
、
世
の
中
そ
ん
な
に
甘
く
は

な
く
、
残
念
な
が
ら
ず
さ
ん
な

工
事
が
横
行
し
て
い
る
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
に
は
多
額

の
費
用
が
掛
か
る
た
め
、
こ
れ

を
隠
そ
う
と
す
る
こ
と
は
何
も

不
思
議
で
は
な
い
。
す
な
わ

ち
、
事
業
主
に
よ
る
過
少
申
告

を
、
役
所
や
住
民
は
ど
の
よ
う

に
見
破
る
か
が
問
題
と
な
る
。

事
業
主
の
過
少
申
告
「
ア
ス
ベ

ス
ト
隠
し
」
に
対
し
て
、
役
所

は
届
け
ら
れ
た
場
所
だ
け
、
ア

ス
ベ
ス
ト
が
適
切
に
除
去
さ
れ

た
か
を
確
認
す
る
が
、
そ
れ
以

外
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無
ま
で

を
調
べ
る
責
務
は
負
っ
て
い
な

い
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、

法
地
帯
と
な
り
、
住
民
は
日
常

的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
残
念
な
が
ら

こ
れ
が
現
実
だ
。

　

環
境
省
が
作
成
し
た
「
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
こ
れ
ら
三

者
に
対
し
て
情
報
公
開
に
基
づ

く
十
分
な
説
明
に
よ
り
互
い
の

題
で
、
誰
も
責
任
を
感
じ
て
い

な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
成
人
し

た
と
き
に
重
篤
な
病
に
な
る
よ

う
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

本
年
６
月
に
大
気
汚
染
防
止

法
が
改
正
さ
れ
て
、
事
前
調
査

は
資
格
を
有
す
る
者
が
行
う
と

い
う
こ
と
が
や
っ
と
加
え
ら
れ

た
。
し
か
し
、
工
事
中
の
ア
ス

ベ
ス
ト
濃
度
測
定
や
除
去
後
の

完
了
検
査
は
、
関
係
者
ら
の
強

い
求
め
に
も
関
わ
ら
ず
、
ま
た

も
や
ス
ル
ー
さ
れ
た
。
役
所
や

事
業
主
か
ら
独
立
し
た
第
三
者

機
関
に
よ
る
こ
れ
ら
の
検
査

は
、
誰
も
が
常
識
と
考
え
る
が

そ
の
実
現
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
。

　

住
民
と
し
て
は
、
身
近
な
工

事
現
場
に
監
視
の
目
を
注
ぎ
つ

つ
、
役
所
に
対
し
て
も
情
報
公

開
を
求
め
る
な
ど
権
限
不
行
使

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。
大
変
だ
が
、
役
所
・
事
業

主
の
意
識
が
変
わ
る
よ
う
、
積

極
的
な
働
き
か
け
が
必
要
だ
。

「
ア
ス
ベ
ス
ト
隠
し
」
は
す
べ

て
事
業
主
の
責
任
で
あ
る
と
す

る
お
役
所
の
論
理
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
安
全
で
安
心
で
き

る
社
会
の
た
め
に
、
役
所
は
さ

ま
ざ
ま
な
権
限
を
付
与
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
積
極
的
な
行
使
が

求
め
ら
れ
る
。
役
所
が
権
限
を

行
使
し
な
け
れ
ば
、
現
場
は
無

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
説
い

て
い
る
。
こ
れ
も
性
善
説
で
あ

り
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
に
は

住
民
に
よ
る
積
極
的
な
関
与
が

不
可
欠
で
あ
る
が
、
負
担
は
大

き
い
。
数
十
年
後
に
発
病
と
い

う
曖
昧
さ
や
、
無
味
無
臭
で
微

細
な
た
め
曝
露
に
気
づ
か
な
い

こ
と
が
ア
ス
ベ
ス
ト
特
有
の
問

◇
出
席　

25
人

◇
情
勢　

政
府
の
有
識
者
会
議

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
分
科
会
」
は
８
月
７
日
、
感

染
状
況
を
４
段
階
で
評
価
す
る
た

め
の
指
標
を
取
り
ま
と
め
た
。
病

床
使
用
率
や
人
口
10
万
人
あ
た
り

の
療
養
者
数
な
ど
６
指
標
で
、
国

や
都
道
府
県
に
感
染
の
深
刻
度
を

判
断
す
る
目
安
に
し
て
も
ら
う
と

し
て
い
る
。
今
回
の
指
標
は
、
緊

急
事
態
宣
言
の
発
出
な
ど
で
政
府

を
縛
る
も
の
で
な
く
、
事
実
上
、

判
断
を
「
丸
投
げ
」
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
保
団
連

「
全
て
の
医
療
機
関
へ
の
緊
急
財

政
措
置
を
求
め
る
緊
急
会
員
署

名
」
の
到
達
（
協
力
１
０
１
１

人
、
含
ｗ
ｅ
ｂ
協
力
者
）、
②
兵

庫
の
福
祉
医
療
制
度
２
０
２
０
調

査
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
③

保
団
連
「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！

負
担
増
」
署
名
の
到
達
（
１
万
７

２
２
８
筆
、
会
員
参
加
率
８
・
２

％
）
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
日
常
診
療
経
験
交
流
会　

第
29

回
日
常
診
察
経
験
交
流
会
（
11
／

１
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
鑑
み
、
展
示
会
等
は

省
略
し
て
分
科
会
発
表
中
心
と
す

る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
部　

会
費
減
額
規
定
の
変

更
が
提
案
さ
れ
た
。
出
さ
れ
た
意

見
を
踏
ま
え
、
組
織
部
等
、
関
係

部
で
の
再
検
討
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
渉
外
部　

①
兵
庫
革
新
懇
２
０

２
０
年
度
会
費
、
②
２
０
２
０
年

ひ
ょ
う
ご
聴
障
ネ
ッ
ト
会
費
、
③

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
メ
デ
ィ
ア
を
考
え
る
会

（
兵
庫
）
の
協
賛
金
の
執
行
が
了

承
さ
れ
た
。

 

（
８
月
22
日　

理
事
会
よ
り
）

建
物
解
体
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散

住
民
に
よ
る
監
視
強
め

改
善
さ
せ
よ
う

　協会は安倍首相の辞任表明を受け、９月１日、新型コロナウイルス
感染症対策の迅速な抜本的強化などを求める下記の声明を採択し、政
府など関係機関に送付した。以下に声明の全文を掲載する。

　８月28日、７年半におよぶ長期政権を築いた安倍晋三首相が辞任を
表明した。
　新型コロナウイルス感染症は小康状態であるが、秋冬の季節性イン
フルエンザとの混在に向け、未だに十分な医療提供体制が整備されて
いるとは言いがたい状況にある。こうした中、党内の後継者争いや政
局化により、新型コロナウイルス感染症対策に遅れが生じることがあ
ってはならない。今こそ、国民の命と健康を守るため、有効な医療政
策を迅速に実行すべきである。
　新たに発足する内閣には、これまで私たちが主張してきたように、
医療機関向けの個人防護具や消毒用薬剤等の安定的確保、検査体制の
拡充、専用病床の確保、風評被害対策や医療機関で感染者が発生した
場合の休業補償などの有効な対策を一層進めるとともに、経営悪化で
苦しむ医療機関に対して、昨年度保険請求実績に基づく差額補填等の
公的な経営保障を中心とした抜本的な対策をとるよう求めたい。
　また、今回の新型コロナ禍は、これまでの自・公政権による医療・
社会保障を切り捨て、自己責任を基本とし小さな政府を志向する新自
由主義的政策によってつくられた社会の脆弱性を明らかにした。
　新政権には、これらの方向性を抜本的に見直し、新たな政策を打ち
出すことを求める。
 以　上

医
師
の
長
時
間
労
働
を
放
置
す
る「
令
和
２
年
医
師
需
給
推
計
」を

改
め
抜
本
的
に
医
師
養
成
数
を
増
や
す
こ
と
を
求
め
る

 

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

第
１
１
１
８
回
理
事
会　

 2020年９月１日

声　明

安倍晋三首相の辞意表明に際し、新型コロナ
ウイルス感染症対策の迅速な抜本的強化と

医療機関経営の保障を求める
 兵庫県保険医協会
 理事長　西山裕康

　

厚
生
労
働
省
の
医
療
従
事
者
の

需
給
に
関
す
る
検
討
会
医
師
需
給

分
科
会
は
８
月
31
日
、「
令
和
２

年
医
師
需
給
推
計
の
結
果
」
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
の
推
計
結
果
は

こ
れ
ま
で
の
医
師
需
給
推
計
と
同

様
に
、
そ
の
論
拠
が
極
め
て
恣
意

的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

第
一
に
、
医
師
需
要
に
つ
い
て

「
現
在
の
医
療
体
制
で
、
必
要
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
概
ね
提

供
で
き
て
い
る
前
提
」
に
立
つ
た

め
、
現
在
の
地
域
に
お
け
る
医
師

不
足
を
全
く
省
み
な
い
だ
け
で
な

く
、
将
来
の
医
学
や
医
療
の
高
度

化
や
複
雑
化
、
専
門
分
化
を
軽
視

し
た
推
計
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
医
師
の
労
働
時
間
を

最
も
短
縮
す
る
と
す
る
ケ
ー
ス
で

も
、
年
間
７
２
０
時
間
と
い
う
一

般
労
働
者
の
労
働
基
準
法
上
の
上

限
に
あ
た
る
時
間
外
・
休
日
労
働

を
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現

在
政
府
方
針
の
も
と
、
厚
生
労
働

省
が
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

む
「
働
き
方
改
革
」
に
逆
行
す
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
う
し

た
長
時
間
労
働
を
医
師
に
強
い
て

も
な
お
、
２
０
３
２
年
ま
で
は
需

給
均
衡
を
達
成
で
き
な
い
と
い
う

推
計
結
果
は
、
極
め
て
深
刻
な
医

師
不
足
が
起
こ
っ
て
い
る
現
状
を

厚
生
労
働
省
が
自
認
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
現
状
を
招
い
た
過
去

の
医
師
養
成
政
策
の
誤
り
を
率
直

に
認
め
、
決
し
て
繰
り
返
す
べ
き

で
は
な
い
。

　

第
三
に
、「
医
師
需
給
推
計
の

結
果
」
で
は
、「
現
在
の
医
学
部

定
員
数
が
維
持
さ
れ
た
場
合
、
２

０
２
７
年
頃
に
人
口
10
万
人
対
医

師
数
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
重
平
均
に
達

す
る
見
込
み
」
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
間
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
各
国
で
は
人
口

当
た
り
の
医
師
数
が
増
加
を
続

け
、
27
年
に
な
っ
て
も
そ
の
時
点

の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
重
平
均
に
届
か
な

い
こ
と
は
容
易
に
予
想
で
き
る
。

そ
も
そ
も
、
人
口
当
た
り
の
医
師

数
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
38
国
の
中
位

に
達
し
た
程
度
で
は
、
世
界
で
最

も
高
齢
化
が
進
む
日
本
の
医
療
を

支
え
る
た
め
に
必
要
な
医
師
数
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
の
は
当
然
で

あ
る
。

　

第
四
に
、
そ
う
し
た
医
師
の
絶

対
数
不
足
が
明
ら
か
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
に
策
定

が
義
務
付
け
ら
れ
た
「
医
師
確
保

計
画
」
等
の
施
策
が
、
あ
く
ま
で

も
地
域
偏
在
対
策
で
し
か
な
く
、

医
師
養
成
数
を
こ
れ
ま
で
同
様
に

抑
制
す
る
と
い
う
方
針
で
は
、
医

師
を
疲
弊
さ
せ
、
日
本
全
体
の
医

療
提
供
体
制
を
脆
弱
化
さ
せ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
日
本
の
医
療
提

供
体
制
の
脆
弱
性
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
そ
の
一
つ
に
集
中
治
療
医

や
保
健
所
等
で
勤
務
す
る
医
師
の

不
足
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
後

も
繰
り
返
さ
れ
る
新
興
感
染
症
に

備
え
る
た
め
に
は
、
平
時
か
ら
余

裕
の
あ
る
医
療
提
供
体
制
が
望
ま

れ
る
。

　

政
府
は
こ
れ
ま
で
の
政
策
を
抜

本
的
に
改
め
、
地
域
医
療
を
充
実

さ
せ
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
、
医
師
養
成
数
の
拡
大
と

そ
れ
を
支
え
る
医
療
費
の
拡
大
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

 

以　

上

声　明　

厚
生
労
働
省
の
医
師
需
給
分
科
会
が
８
月
31

日
、「
令
和
２
年
医
師
需
給
推
計
の
結
果
」
を

明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
受
け
、
協
会
は
９
月
12

日
の
第
１
１
１
８
回
理
事
会
で
、
医
師
養
成
数

の
増
員
を
求
め
る
右
記
の
声
明
を
採
択
し
、
厚

生
労
働
省
な
ど
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。
以
下

に
声
明
の
全
文
を
掲
載
す
る
。

　オンライン（Zoom利用）でも聴講いただけます。ご希望の方
は、①お名前、②医療機関名、③電話番号、④E-mailアドレス
を、konishi-s@doc-net.or.jpまでお送りください。お問い合わ
せは、☎078－393－1807まで

政策研究会

「オンライン」と保険診療「オンライン」と保険診療
―進むべきか、留まるべきか――進むべきか、留まるべきか―

日　時　10月３日（土）17時～18時30分　会　場　協会５階会議室
講　師　全国保険医団体連合会理事　山崎　利彦先生

地域医療や医療機関経営に何をもたらすでしょうか？　この問題
について全国保険医団体連合会でマスコミへの発信を担ってきた
山崎俊彦先生にご講演いただきます。

　マイナンバーカード等によるオンライン資格
確認の導入へ、医療機関に顔認証付きカードリ
ーダーを無償提供するためのアカウント登録受
付が始まりました。新型コロナ禍を理由に認め
られた、初診でのオンライン診療を恒常的に認
めようとする動きもあります。
　これらの医療現場でのオンライン利用拡大は
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新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
影
響
を

解
説
す
る
水
間
理
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

65人が参加した研究会
で、佐々木先生（右）が、
全身疾患に合わせた歯
科治療の重要性を解説
した　　　　　　　　

協会の共済はご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを提供します。

中長期の資産形成に

保険医年金と
積立年金DefLデフエル

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

休業保障制度と所得補償保険
病気やケガの休業に

新型コロナウイルス感染症も給付対象です

自動車保険と火災保険
団体割引きの
医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

ビジネスキーパーの休業損害補償
天災や火災、特定感染症による休業損害に

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

秋の共済制度募集秋の共済制度募集
好評受付中好評受付中！！

お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

　

協
会
も
協
力
す
る
「
非
核
の
政

府
を
求
め
る
兵
庫
の
会
」
は
８
月

29
日
、
協
会
会
議
室
に
て
、
協
会

理
事
の
水
間
美
宏
先
生
を
講
師

に
、
市
民
学
習
会
「
新
型
コ
ロ
ナ

と
地
域
医
療
〜
い
ま
医
療
現
場
が

求
め
る
も
の
〜
」
を
開
催
し
、
市

民
ら
17
人
が
参
加
し
た
。
同
会

は
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
市
民
向
け
に
社
会
問
題

に
関
す
る
学
習
会
を
開
催
し
て
い

る
。

　

歯
科
部
会
は
８
月
30
日
、
協
会

会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会
「
全

身
疾
患
と
歯
科
治
療
〜
健
診
デ
ー

タ
・
お
薬
手
帳
を
活
用
す
る
〜
」

を
開
催
。
尼
崎
中
央
病
院
歯
科
口

腔
外
科
部
長
の
佐
々
木
昇
先
生
が

講
演
し
、
65
人
が
参
加
し
た
。
池

澤
慎
哉
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

現
在
、
超
高
齢
社
会
の
日
本
に

お
い
て
患
者
さ
ん
を
診
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
。
外
来
患
者
は
も
ち
ろ

ん
、
訪
問
歯
科
治
療
の
必
要
性
も

増
え
て
き
て
お
り
、
診
療
自
体
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
上
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
お
薬
を
服
用
さ
れ
て
い
る

方
も
多
く
、
中
に
は
数
十
種
類
の

お
薬
を
毎
日
服
用
さ
れ
て
い
る
方

も
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
全
身
状
態
に

合
わ
せ
、
治
療
内
容
や
投
薬
を
考

え
ず
に
安
易
に
診
察
す
る
こ
と

は
、
後
々
重
大
な
副
作
用
や
医
療

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
十
分
に

あ
り
え
る
。
そ
う
い
う
現
状
な
の

で
、
今
回
の
佐
々
木
昇
先
生
の
講

演
は
非
常
に
有
意
義
な
も
の
と
な

っ
た
。

　

ま
ず
、
血
液
検
査
の
デ
ー
タ
は

さ
ま
ざ
ま
な
項
目
が
あ
る
が
、
歯

科
医
師
が
知
っ
て
お
く
べ
き
も
の

は
ど
れ
な
の
か
、
ま
た
ど
う
診
れ

ば
い
い
の
か
と
い
う
最
低
限
の
見

方
か
ら
、
腎
機
能
や
肝
機
能
の
数

値
を
ど
う
診
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
な
こ
と
（
治
療
、
投
薬
含

め
）
に
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
生
化
学

を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
た
。

　

腎
機
能
が
悪
い
人
に
は
Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｄ
ｓ
は
避
け
た
方
が
い
い
、
他

に
も
飲
み
合
わ
せ
に
注
意
す
べ
き

薬
な
ど
、
明
日
か
ら
使
え
る
知
識

も
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
止
血
・
凝
固
関
係
の
話

も
、
止
血
確
認
に
２
時
間
か
か
っ

た
症
例
の
話
な
ど
、
大
変
興
味
深

い
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
薬
物
動

態
を
交
え
て
の
話
で
、
ワ
ー
フ
ァ

リ
ン
よ
り
も
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
四
つ
に

は
要
注
意
と
い
う
の
は
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
。
ど
う
し
て
も
止
血

に
困
っ
た
と
き
は
、
ト
ロ
ン
ビ
ン

を
浸
し
た
ス
ポ
ン
ゼ
ル
が
い
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

骨
粗
鬆
症
の
薬
を
服
用
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
の
話
は
、
目
か
ら

鱗
の
内
容
だ
っ
た
。
私
た
ち
歯
科

医
師
が
無
知
な
た
め
に
、
６
割
の

整
形
外
科
医
が
提
携
を
拒
否
し
た

い
と
言
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
本
当

に
無
知
は
罪
で
あ
る
と
思
う
。

　

最
後
に
、
復
習
を
兼
ね
て
実
際

の
症
例
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に

診
る
か
の
練
習
を
行
い
、
と
て
も

身
に
な
る
勉
強
会
だ
っ
た
。
薬
も

日
進
月
歩
で
あ
り
、
私
た
ち
も
常

に
勉
強
し
続
け
て
い
く
必
要
性
を

感
じ
た
。
後
悔
、
先
に
立
た
ず
。

患
者
に
よ
り
満
足
度
を
上
げ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
た
。

【
東
灘
区
・
歯
科　
池
澤　

慎
哉
】

　

講
師
の
水
間
先
生
は
、
東
神
戸

病
院
内
科
医
と
し
て
の
診
療
経
験

を
も
と
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
医
療
機
関
が
受

け
た
影
響
や
、
今
後
求
め
ら
れ
る

医
療
政
策
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

院
内
感
染
へ
の
懸
念
か
ら
患
者

の
受
診
抑
制
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
診
療
現
場
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
患

者
に
つ
い
て
、
発
熱
外
来
を
設
け

用
を
削
減
し
て
き
た
政

府
の
方
針
が
あ
る
と
批

判
。
兵
庫
県
下
で
も
同

様
に
病
床
削
減
や
統
廃

合
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
今
後
も
医
療
提
供

体
制
の
縮
小
が
懸
念
さ

れ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
厚
労
省
が
歯

科
治
療
に
関
し
「
緊
急

て
一
般
患
者
と
接
触
し
な
い
よ
う

に
し
、
マ
ス
ク
や
ガ
ウ
ン
、
ゴ
ー

グ
ル
を
つ
け
て
診
療
す
る
な
ど
、

感
染
防
止
対
策
を
十
分
に
し
て
い

る
と
強
調
。
一
方
で
、
多
く
の
医

療
機
関
で
マ
ス
ク
や
防
護
具
な
ど

が
十
分
に
供
給
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
り
、
迅
速
に
検
査
を
行
う
こ
と

に
困
難
が
あ
っ
た
り
し
た
た
め
、

改
善
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
問
題
の
背
景

に
は
、
保
健
所
を
減
少
さ
せ
、
病

院
の
統
廃
合
を
進
め
、
医
療
の
費

や
す
い
お
話
だ
っ
た
」「
と
て
も

勉
強
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
出

さ
れ
た
。

性
の
な
い
治
療
は
延
期
す
る
こ
と

を
考
慮
す
る
こ
と
」
と
す
る
通
達

を
出
し
た
こ
と
な
ど
で
、
受
診
控

え
が
起
こ
り
、
歯
科
医
療
機
関
の

安
定
し
た
経
営
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
協
会
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
も
紹
介
。「
受
診

控
え
」
に
よ
り
、
疾
患
の
悪
化
が

進
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
医

療
機
関
が
、
医
科
で
は
31
・
０

％
、
歯
科
で
は
57
・
６
％
に
上
っ

た
と
報
告
し
た
。

　

水
間
先
生
は
、
今
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
が
さ
ら
に
拡
大
し
た

場
合
で
も
医
療
機
関
の
安
定
し
た

経
営
を
保
障
す
る
よ
う
、
協
会

が
、
前
年
度
の
支
払
い
実
績
に
基

づ
く
「
診
療
報
酬
概
算
請
求
」
を

要
求
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。
増

大
の
一
途
を
た
ど
る
防
衛
費
の
一

部
を
当
て
る
な
ど
で
、
政
府
は
医

療
費
を
確
保
す
べ
き
だ
と
訴
え

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
大
変
分
か
り

コ
ロ
ナ
対
応
充
実
へ

必
要
な
医
療
政
策
を
解
説

水
間
理
事
が
市
民
対
象
に
講
演

感
想
文
全身状態を考えた
歯科治療を学ぶ

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

武
田　
　

覺
先
生

川
西
市　

外
科

６
月
９
日 

享
年
90
歳

桑
原　
　

昴
先
生

中
央
区　

外
科

９
月
２
日 

享
年
72
歳

石
川　

雅
久
先
生

赤
穂
市　

整
形
外
科

８
月
９
日 

享
年
50
歳

米
田　

邦
治
先
生

北
区　

歯
科

９
月
10
日 

享
年
70
歳

歯科定例研究会
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員員 稿稿
会 投

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
増
や
せ
」の

議
論
の
前
提

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
陰
性
ま
た
は
陽

性
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
最
終
的

に
正
し
い
判
断
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
検
査
の
正
確
度

と
い
う
意
味
で
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

精
度
」
と
い
う
言
葉
が
新
聞
で
散

見
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
紙
な
の
で
精
度
と
い
う
言

葉
で
い
い
の
で
し
ょ
う
が
、
医
学

的
に
は
「
感
度
」
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
あ
る
疾
患
の
患
者
に
対
し

て
、
こ
の
検
査
が
正
し
く
陽
性
と

な
る
率
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
新
聞
で
書
か
れ
て
い

る
こ
の
精
度
を
、
検
査
で
陽
性
時

に
、
実
際
に
罹
患
し
て
い
る
率
で

あ
る
「
陽
性
的
中
率
」
と
混
同
さ

れ
て
い
る
方
が
少
な
か
ら
ず
お
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
陽
性
的
中
率
を
算
出
す
る

た
め
に
は
、「
検
査
前
確
率
」
が

必
要
で
す
。
検
査
前
確
率
を
仮
定

し
な
け
れ
ば
、
陽
性
的
中
率
は
算

出
で
き
な
い
の
で
す
。
検
査
前
確

率
が
低
け
れ
ば
、
ど
ん
な
よ
い
検

査
を
使
っ
て
も
偽
陽
性
が
多
く
な

っ
て
不
要
な
隔
離
が
多
く
な
り
ま

す
。
逆
に
、
検
査
前
確
率
が
高
け

れ
ば
、
偽
陰
性
が
多
く
な
っ
て
有

病
者
の
見
逃
し
が
多
く
な
り
ま

す
。

　

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
広
く
行
う
べ

ホイホイ漫画⑧
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

員員

稿稿

会

投

IRに愛あ～る？

　「しびれ」診療の第一歩は、「しびれ」の分布の把握だと思います。
「しびれ」の分布は、解剖学的障害部位を反映しているため、「しび
れ」の分布のパターン認識ができれば、おのずとそれに対応した解剖学
的部位が推測でき、病歴聴取とあわせることで、「しびれ」の病態生理
が見えてくるはずです。さまざまな「しびれ」疾患に精通する必要があ
る実地医療において、この「しびれ」の分布のパターンの典型例をしっ
かり押さえることが重要だと思われます。典型例の「しびれ」の分布パ
ターンをおさえることで、典型例から逸脱した非典型例の理解や心因性
疾患の診断にせまることもできると考えています。
　今回の研究会では、現場でよく遭遇する疾患を中心に、典型的「しび
れ」の分布パターンを共有し、最前線で活躍されている皆さまに少しで
もお役に立てればと考えております。 【塩尻　記】

日　時　10月24日（土）17時～
会　場　 協会５階会議室（※新型コロナ感染拡大防止のため、講師は来

場せずZoomによる講演となります。ご参加される先生方には
可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願いします。イン
ターネット環境その他によりZoom視聴が困難な場合はご来場
ください）

講　師　国保旭中央病院　副院長・総合診療内科部長　塩尻　俊明先生

しびれ～アプローチの基本～
第566回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

お申し込みは、kusunoki@doc-net.or.jpまで、①医療機関名、②お名前、
③電話番号をお送りください。お問い合わせは、☎078－393－1840まで

　

映
画
『
ス
ペ
シ
ャ
ル
ズ
！
〜

政
府
が
潰
そ
う
と
し
た
自
閉
症

ケ
ア
施
設
を
守
っ
た
男
た
ち
の

実
話
〜
』
を
紹
介
し
ま
す
。
２

０
１
１
年
に
『
最
強
の
ふ
た

り
』
で
、
世
界
中
を
笑
い
と
涙

で
元
気
に
し
た
エ
リ
ッ
ク
・
ト

レ
ダ
ノ
＆
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ナ
カ

シ
ュ
監
督
が
、「
今
そ
の
瞬
間

を
生
き
る
私
た
ち
」
に
夢
と
希

望
を
送
る
、
待
望
の
最
新
作
で

す
。

　

制
作
国
フ
ラ
ン
ス
で
公
開
さ

れ
た
途
端
に
熱
狂
的
な
支
持
を

受
け
、
観
客
動
員
数
２
０
０
万

人
を
突
破
し
ま
し
た
。
ス
ペ
イ

ン
の
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
国
際

映
画
祭
で
は
、
過
去
最
高
得
点

で
観
客
賞
に
輝
き
、
そ
の
後

も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
熱
狂

的
に
支
持
さ
れ
た
作
品
で
す
。

本
作
品
の
主
人
公
も
『
最
強
の

ふ
た
り
』
と
同
じ
く
、
実
在
す

る
二
人
の
男
た
ち
が
モ
デ
ル
で

す
。

　

１
９
９
４
年
に
自
閉
症
の
子

ど
も
た
ち
や
、
社
会
か
ら
脱
落

し
た
若
者
の
社
会
参
加
を
支
援

す
る
団
体
と
出
会
っ
た
ナ
カ
シ

ュ
さ
ん
と
ト
レ
ダ
ノ
さ
ん
は
、

携
わ
る
人
々
か
ら
湧
き
出
る
活

力
や
に
じ
み
出
る
人
間
ら
し
さ

に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。
当
時

は
ま
だ
駆
け
出
し
監
督
だ
っ
た

二
人
が
、
約
25
年
の
時
を
経
て

よ
う
や
く
映
画
完
成
に
漕
ぎ
つ

け
た
そ
う
で
す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま

す
。
自
閉
症
の
人
た
ち
を
ケ
ア

す
る
施
設
「
正
義
の
声
」
を
経

営
す
る
ブ
リ
ュ
ノ
。
ど
ん
な
問

題
を
抱
え
て
い
て
も
入
所
を
断

ら
な
い
た
め
、
各
所
で
見
放
さ

れ
た
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
に
奔

走
し
ま
す
。
施
設
で
働
く
の

は
、
ブ
リ
ュ
ノ
の
友
人
マ
リ
ク

と
、
社
会
か
ら
脱
落
し
た
子
ど

も
や
若
い
人
た
ち
で
す
。
社
会

か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
た
人
た
ち

を
ま
と
め
て
救
お
う
と
し
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
無
認
可
・
赤

字
経
営
の
施
設
「
正
義
の
声
」

に
、
政
府
か
ら
の
監
査
が
入
り

込
み
、
閉
鎖
の
危
機
に
迫
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
で
も
自
閉
症
ケ
ア

施
設
「
正
義
の
声
」
を
守
り
抜

こ
う
と
す
る
ブ
リ
ュ
ノ
と
マ
リ

ク
の
姿
が
見
所
で
す
。

　

ブ
リ
ュ
ノ
役
の
主
演
ヴ
ァ
ン

サ
ン
・
カ
ッ
セ
ル
さ
ん
が
、
政

府
や
社
会
か
ら
理
解
を
得
る
た

め
見
返
り
を
求
め
ず
、
奮
闘
す

る
ケ
ア
施
設
の
代
表
を
見
事
に

演
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
当
事

者
の
日
常
や
問
題
に
寄
り
添
う

よ
う
な
演
出
を
め
ざ
し
た
監

督
。
本
物
の
介
護
者
と
自
閉
症

の
若
者
、
そ
の
家
族
た
ち
も
実

際
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

「
な
ぜ
、
そ
こ
ま
で
し
て
他

人
の
た
め
に
奔
走
す
る
の

か
？
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る

数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
が
分
断
さ
れ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
が
怒

涛
の
ご
と
く
変
わ
り
ゆ
く
現
代

に
お
い
て
、
私
た
ち
の
胸
の
内

に
あ
る
優
し
さ
を
呼
び
覚
ま
し

て
く
れ
ま
す
。

　

欧
州
で
絶
賛
さ
れ
た
作
品
で

す
が
、
日
本
国
内
で
も
、
人
権

を
軽
視
す
る
政
策
や
新
自
由
主

義
の
台
頭
に
よ
り
、
格
差
社
会

が
支
配
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作

品
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を

謳
う
日
本
国
憲
法
理
念
を
守
る

こ
と
、
政
権
に
対
し
て
白
紙
委

任
に
な
ら
な
い
よ
う
声
を
出
す

重
要
性
も
考
え
さ
せ
て
く
れ
る

作
品
で
す
。
映
画
館
の
大
ス
ク

リ
ー
ン
で
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、

得
ら
れ
る
も
の
も
多
い
作
品
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】
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き
か
ど
う
か
」
を
議
論
す
る
に

は
、
検
査
前
確
率
を
適
切
に
推
定

す
る
こ
と
、
ま
た
感
度
と
陽
性
的

中
率
を
混
同
し
て
い
な
い
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
夜
の
町
や
ク
ラ
ス

タ
ー
の
老
人
施
設
な
ど
検
査
前
確

率
が
高
い
と
思
わ
れ
る
状
況
で
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
す
べ
き
で
し
ょ
う

が
、
検
査
前
確
率
が
低
い
と
考
え

ら
れ
る
集
団
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

と
し
て
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
意
味

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
特
定
の
集
団
に
対
す

る
疫
学
調
査
と
し
て
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
、
広
く
行
う
べ
き
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
集
団
（
典
型
的
な
コ
ロ

ナ
肺
炎
を
思
わ
す
臨
床
経
過
、
２

〜
３
日
の
風
邪
症
状
、
嗅
覚
異
常

症
状
、
濃
厚
接
触
者
）
に
対
し
て

疫
学
調
査
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
個
人
に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
行
う
際
の
検
査
前
確
率
を
推
測

で
き
る
デ
ー
タ
と
な
る
の
で
す
。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

日　時　10月４日（日）10時～17時　　会　場　協会５階会議室
参加費　5000円（昼食・資料代含む）
テーマ　 新規個別指導対策、保険診療と保険請求の要点、新規開業に必要

な税務対策、開業時の労務

新規開業、開業予定の先生方へ　６カ月指導対策は万全ですか？

新規開業医研究会新規開業医研究会

給与計算のポイント給与計算のポイント

経営支援制度研究会の動画を公開経営支援制度研究会の動画を公開

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

会員ページのID・パスワードについてのお問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

日　時　10月24日（土）14時30分～17時
会　場　協会６階会議室
講　師　トータル人事・労務オフィス代表　嶺山洋子　特定社会保険労務士
参加費　3000円（医院経営研究会会員は無料）

　８月29日に開催した、経営支援制度研究会の動画を協会
会員ページにて公開しました。講師の松田力税理士・社会
保険労務士が、「医療従事者慰労金」、「感染防止対策支援
事業」の申請方法などについて、実際にパソコンを操作し
ながら、分かりやすく解説しています。復習したい方、当

●医院経営研究会 10月例会

日参加・視聴できなかった方も、http://www.hhk.jp/member/、もしくは右
上のQRコードよりご覧ください。
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見える漢方薬（陰陽五行学説）見える漢方薬（陰陽五行学説）
～五積散、竹筎温胆湯～～五積散、竹筎温胆湯～

日　時　10月10日（土）16時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　東大阪市・小阪医院院長　曹桂植先生
参加費　1000円（会員無料）　　定　員　40人

協会会員はZoomによりオンラインで視聴いただけます。お申し
込みは、kusunoki@doc-net.or.jpまで、①薬局・医療機関名、
②お名前、③電話番号、④（薬剤師の方は）薬剤師免許番号をお
送りください。お問い合わせは、☎078－393－1840まで

　

八
木
先
生
と
の
出
会
い
は
16
年

前
、
私
が
開
業
し
た
月
に
協
会
尼

崎
支
部
の
幹
事
会
に
お
誘
い
い
た

だ
い
た
と
き
で
し
た
。
先
生
は
支

部
長
を
さ
れ
て
い
て
、
保
険
診
療

と
い
う
も
の
を
十
分
に
理
解
し
て

追
悼　

八
木
秀
満
先
生

八
木
秀
満
先
生
を
偲
ん
で

芯
が
通
っ
た
兄
貴
の
よ
う
な
存
在

八
木
先
生
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
も

尼
崎
支
部
副
支
部
長
・
理
事　
　

西
原　

弘
道

理
事　
　

清
水　

映
二

理
事　
　

白
岩　

一
心

1947年生まれ
1972年奈良県立医科大学卒業、
1998年尼崎市にて八木クリニッ
ク開業
2001年６月～03年５月、
11年６月～17年５月　理事
2003年６月～11年５月
副理事長
2017年６月～　副議長
2001年６月～11年５月
審査対策部長
2003年７月～　尼崎支部長
2006年１月～12年１月
保団連理事

八木秀満先生（享年72歳）

い
な
か
っ
た
私
に
、
く
わ
し
く
説

明
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
そ
の

幹
事
会
が
縁
で
、
今
日
ま
で
協
会

活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

先
生
が
特
に
力
を
入
れ
て
お
ら

れ
た
の
が
、
審
査
・
指
導
対
策
で

し
た
。
保
険
医
登
録
取
消
処
分
を

め
ぐ
る
裁
判
に
も
取
り
組
む
な

ど
、
不
当
な
査
定
減
点
や
保
険
医

と
し
て
の
権
利
を
侵
害
す
る
理
不

尽
な
指
導
・
監
査
に
対
し
て
、
敢

然
と
立
ち
向
か
わ
れ
ま
し
た
。
協

会
会
員
の
代
表
と
し
て
、
国
会
要

請
行
動
は
も
と
よ
り
、
あ
り
と
あ

　

先
生
は
ま
た
協
会
会
員
の
ど
ん

な
些
細
な
こ
と
に
も
丁
寧
に
対
処

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
理
事
会
で
は
、
副
理

事
長
と
し
て
、
運
営
に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
た
の
が
、
つ
い
先
日
の
こ

と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

十
数
年
前
の
尼
崎
支
部
総
会

で
、
映
画
「
シ
ッ
コ
」
の
上
映
会

を
開
催
し
た
と
き
、
閉
会
の
あ
い

さ
つ
で
、「
今
の
日
本
の
医
療
に

つ
い
て
、
改
革
を
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
晩
年
を
協
会
活

動
に
捧
げ
る
」
と
、
眼
に
涙
を
た

め
て
述
べ
ら
れ
た
あ
の
姿
は
、
私

に
と
っ
て
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
に
し
て
思
え
ば
、
す
ば
ら
し

い
先
人
を
亡
く
し
、
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た

で
す
。
私
た
ち
は
先
生
の
ご
遺
志

を
つ
い
で
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。
八
木
秀
満
先
生
、
安
ら
か
に

お
眠
り
く
だ
さ
い
。

ら
ゆ
る
方
面

に
、
よ
り
良

い
保
険
診
療

の
た
め
に
声

を
発
し
て
お

ら
れ
た
こ
と

に
は
、
頭
の

下
が
る
思
い

で
お
り
ま
し

た
。

　

副
理
事
長
や
審
査
対
策
部
長
、
尼
崎
支
部
長
と
し
て
長
ら
く
協
会

活
動
に
貢
献
さ
れ
た
尼
崎
市
・
八
木
秀
満
先
生
が
６
月
29
日
、
逝
去

さ
れ
た
。
追
悼
文
を
掲
載
す
る
。

Ｑ１　導入初期加算を算定してい
る患者が医療機関を変更した場合
は、どのような取り扱いになるの
か。
Ａ１　導入初期加算・バイオ後続
品導入初期加算とも、変更前の医
療機関から通算して取り扱いま
す。
　例えば、Ａ医療機関で９月に在
宅自己注射を導入して同月に算定
していれば、変更後のＢ医療機関
で10月、11月に算定できます。
Ｑ２　導入初期加算とバイオ後続
品導入初期加算は、同一月に併算
定できるか。
Ａ２　それぞれ要件を満たせば、
算定できます。
Ｑ３　処方内容に変更があった場
合、導入初期加算が再度算定でき
るが、以下の場合に算定できる
か。
①ランタスからトレシーバに変更

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
は
別

の
一
面
を
書
い
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

八
木
先
生
と
の
最
初
の
出
会
い

は
、
協
会
事
務
所
が
三
宮
に
あ
っ

　

こ
の
よ
う
な
一
文
を
書
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
日
が
来
る
と
は
、

全
く
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

八
木
先
生
は
保
団
連
や
兵
庫
協
会

で
、
数
々
の
大
き
な
役
割
を
果
た

た
頃
で
し
た
。
理
事
会
が
終
わ

り
、
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
誰
か
ら

か
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
飲
み
会

に
誘
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
毎
回
、
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

別
に
何
と
い
う
こ
と
も
な
い
会

話
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
そ
の
中

に
本
質
を
つ
く
よ
う
な
議
論
が
あ

り
、
そ
れ
ら
全
体
が
私
の
清
涼
剤

で
も
あ
り
、
楽
し
み
で
も
あ
り
、

ま
た
い
つ
も
何
か
し
ら
ほ
っ
と
一

息
つ
け
る
気
が
し
ま
し
た
。

　

高
校
の
先
輩
で
、
兄
貴
の
よ
う

な
存
在
で
し
た
。
穏
や
か
で
あ
り

な
が
ら
、
頑
固
で
あ
り
な
が
ら
、

緩
や
か
で
、
し
か
し
一
本
芯
が
通

っ
て
い
る
人
で
し
た
。
剣
道
が
好

き
で
、
ギ
タ
ー
を
愛
す
る
趣
味
人

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
自
身
の
状
況
が
分
か
り
な
が

ら
も
、
何
も
話
さ
ず
に
淡
々
と
い

ろ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
た
姿
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
時

々
、
ふ
っ
と
笑
い
顔
が
浮
か
ん
で

く
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

「
あ
な
た
の
悩
み
は
何
で
す

か
？
」
２
０
０
９
年
11
月
、「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵

庫
連
絡
会
結
成
直
後
、
当
時
協
会

副
理
事
長
で
お
ら
れ
た
八
木
先
生

か
ら
初
め
て
、
お
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
兵
庫
協
会
の
活
動
や
兵
庫
連

絡
会
の
活
動
を
全
国
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
」
と
申
し

上
げ
ま
し
た
。
す
る
と
八
木
先
生

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、「
協
会

の
活
動
報
告
や
兵
庫
連
絡
会
の
活

動
方
針
を
、
一
切
言
わ
な
い
こ
と

が
秘
訣
で
す
よ
」。
こ
の
お
言
葉

に
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
全
国
の
保
険
医
協
会
の
活
動
を

学
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
各
都

道
府
県
の
協
会
活
動
を
、
く
わ
し

く
報
告
や
発
言
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し

ょ
う
」
と
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

他
県
の
協
会
に
訪
問
の
機
会
が

あ
っ
た
時
、
八
木
先
生
の
お
言
葉

を
胸
に
、
思
い
切
っ
て
協
会
や
連

絡
会
の
活
動
報
告
を
封
印
し
、
全

国
各
地
の
活
動
や
運
動
を
紹
介

し
、
す
ぐ
に
八
木
先
生
へ
「
す
ご

く
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
先
生
の

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
し
た
。
今
後

も
頑
張
り
ま
す
」
と
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
八
木
先
生
か
ら
街
頭
運

動
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ま
し

た
。
八
木
先
生
ご
自
身
が
、
保
団

連
理
事
就
任
直
後
の
有
楽
町
で
の

街
頭
ス
ピ
ー
チ
を
、
緊
張
し
な
が

ら
も
熱
い
思
い
を
持
っ
て
な
さ
っ

医科保険請求

〈導入初期加算・バイオ後続品導入初期加算〉

　 支 部 の 催 物 案 内 　　 支 部 の 催 物 案 内 　

た
こ
と
も
、
私
に
は
貴
重
な
お
話

で
し
た
。
そ
れ
以
降
街
頭
署
名
運

動
に
は
勇
気
を
出
し
て
機
会
が
あ

れ
ば
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

八
木
先
生
か
ら
最
も
強
く
学
ん

だ
こ
と
は
、「
決
断
力
」「
思
考

力
」「
判
断
力
」
で
す
。
理
事
会

や
日
常
診
療
経
験
交
流
会
実
行
委

員
会
に
お
い
て
、
毎
回
の
よ
う
に

お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
自
身

の
至
ら
な
さ
に
気
付
か
さ
れ
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫

連
絡
会
の
活
動
も
応
援
し
て
い
た

「こわいもの知らずの病理学講義―がんは『運』である―」
日　時　10月17日（土）15時15分～16時45分
会　場　伊丹シティホテル２階朱雀の間
講　師　大阪大学大学院教授　仲野徹先生
定　員　40人（要事前予約）
※ お申し込みは、☎078－393－1817まで

■北阪神支部■第35回総会記念講演

「てんかん治療ガイドライン～高齢者てんかんを含めて～」
日　時　10月17日（土）15時～16時30分
会　場　チサンホテル神戸３階六甲の間
講　師　市立伊丹病院脳神経外科主任部長　二宮宏智先生
定　員　30人（要事前予約）　参加費　無料
共　催　ユーシービージャパン株式会社
※ オンラインでの視聴も可能。konishi-s@doc-net.or.jpまでお
申し込みください

■神戸支部■第41回総会記念講演

薬科部漢方研究会

だ
い
た
こ
と
は
深
く
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。
医
療
従
事
者
の
「
医
の

倫
理
」
の
お
話
も
、
自
ら
日
々
言

い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

　

八
木
先
生
と
と
も
に
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
、
兵
庫
協
会
の
発
展

に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

は
、
疲
れ
て
お
ら
れ
る
お
身
体

を
、
ゆ
っ
く
り
休
養
し
て
く
だ
さ

い
ま
せ
。

　

今
度
お
会
い
す
る
と
き
に
は
、

人
生
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
、
医
科

・
歯
科
・
薬
科
の
先
生
方
と
ご
議

論
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

した場合。
②ランタスからトルリシティに変
更した場合。
Ａ３　「処方内容に変更があった
場合」とは、別表第９（「保険診
療便覧2020年版」p371参照）に
掲げる注射薬に変更があった場合
を言い、同じ製剤名の中での一般
的名称の変更では算定できませ
ん。回答は以下のとおりです。
①インスリン製剤の中での変更の
ため、算定できません。
②インスリン製剤からグルカゴン
様ペプチド－１受容体アゴニスト
への変更のため、算定できます。
Ｑ４　バイオ後続品から先行バイ
オ医薬品が同一である別のバイオ
後続品に変更した場合、再度、バ
イオ後続品導入初期加算を算定で
きるか。
Ａ４　算定できません。

「高齢者医療と漢方～認知症・フレイル・不定愁訴～」
日　時　10月３日（土）17時～18時
会　場　「Web形式」で開催
講　師　 東大阪市・えのもとクリニック副院長
 福原慎也先生　　　　　　　

■西宮・芦屋支部■第37回漢方研究会

共　催　株式会社ツムラ
※ oozono_wakana@mail.tsumura.co.jpもし
くは右のQRコードよりお申し込みください
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
医
療
提
供
体
制
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
顕
在
化
し
た
。
８
年
近
く
政
権
を
担
っ
て
き
た
安
倍
首
相

の
突
然
の
辞
任
を
受
け
、
同
政
権
の
医
療
・
社
会
保
障
政
策
を
振

り
返
り
、
今
後
の
政
策
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
。
長
年
外
科
医
を

務
め
、
そ
の
経
験
か
ら
医
療
現
場
の
危
機
を
訴
え
て
き
た
本
田
宏

先
生
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
西
山
裕
康
理
事
長
が
話
を
聞
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
で

新
型
コ
ロ
ナ
で

医
師
不
足
が
明
ら
か
に

医
師
不
足
が
明
ら
か
に

　

西
山　

先
生
は
、
医
師
の
絶
対

数
不
足
、
低
医
療
費
を
訴
え
、
全

国
で
講
演
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
ど
う

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

本
田　

医
療
制
度
の
危
機
に
目

が
向
け
ら
れ
、
メ
デ
ィ
ア
の
取
材

が
増
え
ま
し
た
。
講
演
は
34
回
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
発
信
を
続

け
る
た
め
、
各
地
で
の
リ
モ
ー
ト

講
演
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
は
、
５
年
前
に
私

が
書
い
た
『
本
当
の
医
療
崩
壊
は

こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
』
と
い
う

本
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
医
師
、

病
床
、
医
療
費
の
三
つ
の
不
足
を

日
本
社
会
が
身
を
も
っ
て
知
る
危

機
的
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
医
師
数
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平

均
に
比
べ
て
、
13
万
人
も
少
な
い

状
態
で
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
が
少

な
い
の
も
、
医
師
数
が
少
な
く
、

さ
ら
に
保
健
所
も
感
染
症
病
床
も

削
減
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

10
年
前
に
、
日
本
感
染
症
学
会

は
、
３
０
０
床
規
模
の
病
院
に
は

感
染
症
専
門
医
が
常
駐
す
べ
き

で
、
３
千
人
か
ら
４
千
人
が
適
正

と
発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、
専
門

医
数
は
現
在
で
も
１
５
０
０
人
ほ

ど
で
す
。
同
学
会
の
舘
田
一
博
理

事
長
は
、
全
国
４
０
８
の
感
染
症

指
定
医
療
機
関
の
う
ち
、
専
門
医

が
在
籍
し
て
い
る
の
は
１
４
４
し

か
な
い
と
し
て
、
専
門
医
育
成
と

配
置
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
集
中
治
療
医
学
会

理
事
長
の
西
田
修
先
生
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｕ
と
そ
れ
に
準
ず
る
病
床
を
カ
バ

ー
す
る
に
は
集
中
治
療
医
が
最
低

で
も
４
５
０
０
人
が
必
要
と
の
試

算
を
示
し
て
い
ま
す
。
人
口
８
千

万
人
の
ド
イ
ツ
は
約
８
千
人
の
集

中
治
療
医
が
い
る
の
に
対
し
、
人

口
１
憶
２
千
万
人
の
日
本
は
１
８

５
０
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ

並
み
な
ら
、
１
万
２
千
人
の
集
中

治
療
医
が
い
て
も
い
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

西
山　

私
も
外
科
出
身
で
す

が
、
新
型
感
染
症
だ
け
で
な
く
、

術
後
の
合
併
症
へ
の
対
応
に
は
、

感
染
制
御
は
重
要
で
、
感
染
症
専

門
医
は
、
診
療
科
を
超
え
て
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

本
田　

日
本
で
は
、
外
科
医
が

術
後
の
管
理
ま
で
す
べ
て
行
わ
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
私
も
侵
襲
の

高
い
手
術
後
に
は
、
水
分
・
代
謝

・
栄
養
管
理
や
抗
生
剤
の
使
用
方

法
な
ど
、
専
門
医
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
れ
ば
と
い
つ
も
感
じ
て
い
ま

し
た
。

医
療
機
関
が
ま
と
ま
り

医
療
機
関
が
ま
と
ま
り

診
療
報
酬
増
訴
え
よ
う

診
療
報
酬
増
訴
え
よ
う

　

西
山　

今
回
、
こ
れ
ま
で
の
政

府
に
よ
る
医
療
費
抑
制
政
策
の
問

題
点
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
田　

そ
の
通
り
で
す
。
東
京

女
子
医
大
で
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ

れ
ず
４
０
０
人
の
看
護
師
が
退
職

希
望
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
大

学
だ
け
が
悪
い
よ
う
に
報
道
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
の
問
題

は
、
病
院
経
営
を
支
え
る
診
療
報

酬
が
低
す
ぎ
る
こ
と
で
す
。

　

公
立
・
公
的
、
民
間
を
問
わ

ず
、
す
べ
て
の
病
院
は
ぎ
り
ぎ
り

の
採
算
で
運
営
し
て
い
る
状
態
で

す
。
特
に
公
立
・
公
的
病
院
は
赤

字
幅
が
大
き
い
の
で
す
が
、
多
く

が
自
治
体
の
繰
入
金
で
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
赤
字

少
や
感
染
防
止
対
策
費
の
増
加
で

苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

本
田　

今
こ
そ
、
医
療
提
供
体

制
を
守
る
た
め
に
、
医
療
機
関
へ

の
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
る
と
い

う
方
向
で
、
す
べ
て
の
医
師
が
ま

と
ま
れ
る
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
い
ま
す
。

医
師
不
足
を
認
め
な
い

医
師
不
足
を
認
め
な
い

「
働
き
方
改
革
」

「
働
き
方
改
革
」

　

西
山　

医
師
数
と
医
療
費
の
抑

制
を
続
け
て
き
た
安
倍
政
権
の
医

療
政
策
を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

本
田　

ま
ず
は
医
師
の
働
き
方

改
革
が
大
問
題
で
す
。
昨
年
１

月
、
厚
労
省
が
初
め
て
行
っ
た
勤

務
医
の
労
働
時
間
調
査
で
、
勤
務

医
の
う
ち
４
割
が
過
労
死
ラ
イ

ン
、
１
割
が
過
労
死
ラ
イ
ン
の
倍

を
超
え
て
働
い
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
医
師
不
足

は
偏
在
と
言
っ
て
い
た
厚
労
省
が

よ
く
こ
ん
な
デ
ー
タ
を
臆
面
も
な

く
公
表
で
き
た
も
の
で
す
。
こ
の

調
査
結
果
に
も
関
わ
ら
ず
、
医
学

部
定
員
を
削
減
し
よ
う
と
い
う
の

で
す
。

　

西
山　

兵
庫
協
会
で
も
抗
議
し

て
い
ま
す
（
２
面
に
声
明
）。
今

回
の
調
査
で
再
確
認
で
き
た
の

は
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
医
師

不
足
で
あ
り
、
そ
れ
を
多
く
の
医

師
が
健
康
を
蝕
む
危
険
の
あ
る
長

時
間
労
働
で
何
と
か
支
え
て
い
る

と
い
う
事
実
で
す
。
厚
労
省
は
医

師
不
足
を
招
い
て
い
る
現
実
を
認

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
田　

全
く
で
す
。
低
医
療
費

と
医
学
部
定
員
削
減
の
結
果
、
病

院
の
赤
字
と
医
師
不
足
と
い
う
状

況
が
生
み
出
さ
れ
た
の
に
、
働
き

方
改
革
で
は
病
院
に
医
師
の
労
働

時
間
だ
け
減
ら
せ
と
い
う
。

　

私
は
民
主
党
政
権
時
代
、
済
生

会
栗
橋
病
院
で
勤
務
医
の
負
担
軽

減
の
た
め
医
療
秘
書
を
導
入
し
ま

し
た
が
、
安
倍
政
権
の
医
療
費
削

減
に
よ
り
、
医
療
秘
書
を
減
ら
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
政
府
の
政
策
で
赤
字

に
な
っ
て
い
る
の
に
、
さ
ら
に
勤

務
医
の
働
き
方
改
革
を
病
院
の
責

任
で
や
れ
と
い
う
の
は
無
茶
で

す
。

　

厚
労
省
の
検
討
委
員
会
で
病
院

側
委
員
は
、
医
師
不
足
や
低
医
療

庭
医
は
、
医
療
費
抑
制
に
利
用
さ

れ
る
点
に
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
ニ

ー
ズ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問
題
を
広
く
知
ら
せ
よ
う

問
題
を
広
く
知
ら
せ
よ
う

　

西
山　

こ
の
よ
う
な
状
況
改
善

の
た
め
、
私
た
ち
は
何
を
し
て
い

く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

本
田　

ま
ず
は
先
進
国
最
低
レ

ベ
ル
の
医
師
数
・
医
療
費
、
診
療

報
酬
と
い
う
現
実
を
広
く
知
ら
せ

る
こ
と
で
す
。
最
近
、
調
べ
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
上
部
消
化
管
内

視
鏡
検
査
に
対
す
る
報
酬
は
、
ア

メ
リ
カ
で
は
８
万
４
８
７
０
円
、

ド
イ
ツ
で
は
３
万
７
６
６
６
円
に

対
し
、
日
本
で
は
１
万
１
４
０
０

円
に
過
ぎ
ま
せ
ん
（
図
２
）。
一

方
、
日
本
の
薬
価
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
２
倍
で
す
。
胃
が
ん
の
腹
腔
鏡

手
術
は
80
万
円
前
後
な
の
に
、
あ

る
種
の
抗
が
ん
剤
は
年
間
１
０
０

０
万
円
を
超
え
ま
す
。
国
際
的
に

見
て
、
わ
れ
わ
れ
医
師
の
技
術
料

は
低
い
の
に
、
薬
代
は
高
い
。
そ

し
て
、
製
薬
企
業
は
ど
こ
も
非
常

に
高
い
利
益
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
理
不
尽
な
現
状
の
デ

ー
タ
を
、
医
療
関
係
者
が
広
く
共

有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

『
感
染
症
は
僕
ら
の
世
界
を
い
か

に
変
え
て
き
た
の
か
』
と
い
う
本

に
よ
る
と
、
感
染
症
は
人
類
が
大

き
く
変
わ
る
契
機
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
も
、

今
の
世
界
を
大
き
く
変
え
る
可
能

性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

西
山　

医
療
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
今
が
、
発
信
の
チ
ャ
ン

ス
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

本
田　

私
は
こ
れ
が
日
本
の
政

治
と
社
会
を
変
え
る
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス
と
思
っ
て
い
ま
す
。
福
島
第

一
原
発
事
故
で
、
ド
イ
ツ
は
脱
原

発
を
決
め
ま
し
た
が
、
日
本
は
原

発
再
稼
働
を
進
め
、
復
興
よ
り
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
優
先
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
人
は
、
政

治
家
や
メ
デ
ィ
ア
の
宣
伝
に
よ
っ

て
す
ぐ
に
忘
れ
が
ち
で
す
。
医
療

現
場
の
危
機
が
注
目
さ
れ
て
い
る

今
が
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
、
大
き

な
、
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
し
ょ

う
。

　

西
山　

ま
ず
、
医
療
関
係
者
が

分
断
さ
れ
ず
に
改
善
を
求
め
て
い

く
こ
と
で
す
ね
。

　

本
田　

宇
沢
弘
文
東
大
名
誉
教

授
は
、
社
会
的
共
通
資
本
で
あ
る

医
療
が
、
市
場
原
理
に
よ
り
危
機

に
向
か
う
と
憂
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
医
師
フ
ィ
ル
ヒ

ョ
ウ
は
「
医
療
は
す
べ
て
政
治
で

あ
り
、
政
治
と
は
大
規
模
な
医
療

に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
宣
言
し
、

公
衆
衛
生
の
改
善
を
強
く
訴
え
、

ベ
ル
リ
ン
に
近
代
的
な
上
・
下
水

道
を
作
る
た
め
に
政
治
家
に
な
り

ま
し
た
。
生
活
環
境
も
保
育
も
介

護
も
全
て
政
治
で
す
。

　

さ
ら
に
、
九
州
大
学
法
学
部
の

内
田
博
文
教
授
の
言
葉
「
国
策
に

奉
仕
す
る
医
療
は
、
科
学
の
名
に

値
し
な
い
。
統
治
の
た
め
の
技
術

で
し
か
な
い
」「
医
療
・
医
療
提

供
者
が
国
策
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
は
、
国
民
の
命
が
国
策
に
奉

仕
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
」
を

医
療
者
全
員
に
認
識
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

医
師
の
責
務
と
は
何

か
、
再
確
認
す
べ
き
で
す
ね
。

　

解
散
総
選
挙
が
近
い
と
い
う
話

も
あ
り
ま
す
。
国
民
が
政
治
を
変

え
る
最
も
大
き
な
手
段
は
や
は
り

選
挙
で
す
。

　

本
田　

投
票
率
の
高
い
国
家

は
、
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
福

祉
国
家
が
多
い
の
で
す
。
医
療
関

係
者
、
国
民
す
べ
て
が
政
治
に
つ

い
て
考
え
て
投
票
を
す
る
国
に
な

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
絶
対
諦
め
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

西
山　

仰
る
通
り
で
す
。
本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

費
を
指
摘
せ
ず
、
労
働
時
間
規
制

に
消
極
的
で
す
。
こ
れ
で
は
、
病

院
管
理
者
と
若
手
医
師
と
の
間
に

分
断
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

西
山　

地
域
医
療
構
想
で
は
急

性
期
病
床
が
削
減
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
田　

日
本
の
病
床
数
は
他
国

と
比
べ
て
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
比
較
さ
れ
て
い
た
国
は

い
つ
も
ア
メ
リ
カ
で
し
た
。
今

回
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
論
考
で

は
、
他
の
国
の
病
床
数
も
示
さ
れ

て
お
り
、
日
本
の
病
床
数
が
最
も

多
い
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
韓
国
や
ド

イ
ツ
な
ど
の
病
床
数
も
相
当
多
い

の
で
す
（
図
１
）。
逆
に
病
床
数

が
少
な
い
ア
メ
リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン

な
ど
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
。
病
床
数
が
多
い
こ
と

は
、
必
要
な
ら
ば
す
ぐ
に
入
院
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
決
し

て
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
の
で
す
。

　

一
方
、
日
本
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が

非
常
に
少
な
く
、
大
き
な
問
題
で

す
が
、
医
師
も
看
護
師
も
足
り
て

い
な
い
の
で
、
重
症
者
を
診
る
病

床
は
増
や
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
勤
務
医
の
負
担
軽
減
策

と
し
て
、
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
ア
シ
ス

タ
ン
ト
（
Ｐ
Ａ
）
な
ど
の
導
入
も

必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
日
本
は
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
と
言
い
ま
す
が
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
相
談
す
る
医

聞き手

西
山 

裕
康
理
事
長

【ほんだ　ひろし】1954年福島県生まれ。79年弘前
大学卒業後、東京女子医科大学第３外科を経て、89
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医療充実への転換医療充実への転換今今ががラストチャンスラストチャンス

図２　日独米の内視鏡料金（病院内視鏡）比較

図１　世界各国の人口1000人あたりの
急性期病床数　　　　　

で
苦
し
む
民
間
病
院
に

は
不
平
等
に
映
り
、
公

立
・
公
的
病
院
と
の
間

に
分
断
を
生
ん
で
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の

コ
ロ
ナ
で
す
べ
て
の
病

院
の
経
営
が
一
層
厳
し

い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま

す
。

　

西
山　

同
様
に
診
療

所
も
通
院
患
者
数
の
減

0

9
8
7
6
5
4
3
2
1

（万円）

下部内視鏡全大腸
（観察のみ）

日本 ドイツ アメリカ

上部内視鏡
食道胃十二指腸

11,400円

37,666円

84,870円

日本 ドイツ アメリカ

15,500円

33,148円

54,081円

片山修氏提供　春日部中央
総合病院内視鏡センター

ドイツ：病院の場合　１ユーロ＝120円（2020富士フィルム資料）
米国：病院の場合　１ドル＝108円（2020COOK Medical資料）

出典：OECDデータより作成
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療
機
関
が
決

ま
っ
て
い
な

い
国
民
が
多

く
い
ま
す
。

生
ま
れ
た
と

き
か
ら
死
ぬ

ま
で
、
一
人

ひ
と
り
に
関

わ
る
「
家
庭

医
」
の
導
入

も
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

西
山　

家
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